
18歳からの選挙権
　　選挙権年齢を「20歳以上」から「18歳以上」に引き下げる改正公職選挙法が、平成27年6月17日に成

立し、平成28年6月19日から施行されます。選挙権年齢の引き下げは、昭和20年の終戦直後に「25歳

以上」から現行の「20歳以上」に変更されて以来、約70年ぶりとなります。

　　これに伴い、早ければ7月の「第24回参議院議員通常選挙」から適用されるようになり、高校生でも18歳

以上の人には選挙権が与えられます。

　　10代が有権者に加わることで、世代間格差の是正や若年層の政治参加が促されると期待されています。
－　ついに18歳のあなたも選挙に参加できる　－

■お問い合わせ　平戸市選挙管理委員会事務局　☎内線2371
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（総務省より）

※候補者、政党などは電子メールを使っての選挙運動はできます。政党などは電子メ

電子メールは、不特定多数の人に一方的

に送信できることから、悪用される心配

があるため禁止されています。

３カ月以上住んでいる必要があります。

　旧住所地で投票する場合は、投票日当日に旧住所

地の投票所で、また、投票日前でも旧住所地の期日

前投票所に行って投票することができます。投票に

行けない場合も不在者投票ができるので、詳しくは

平戸市選挙管理委員会事務局にお問い合わせくださ

い。

　選挙で投票する場所は、原則として住民票のある

市区町村であるため、就職や進学に伴い市外に引越

しする場合は、住民票の移動が必要になります。

　新しく有権者となる18歳（投票日までに18歳に達

する人）、19歳の人が今年の春に引っ越しても、新

住所地で投票するには転入届を提出した日から、選

挙の公示日（少なくとも投票日の17日前）前日までに、

（総務省より）

旧住所地に３カ月以上
住んでいたので、
旧住所地で投票できる

主なインターネットツール
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４月28日　北松農業高等学校での全校生徒への説明

平戸市選挙管理委員会事務局　次長　村瀨惣治
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選
挙
制
度

　　
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
、
全
国
で
18
、
19
歳
の
約
２
４
０
万

人
、
平
戸
市
で
も
約
５
４
０
人
に
新
た
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　　

今
回
は
、
各
国
の
状
況
や
選
挙
の
概
要
、
高
校
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

引越をしたら住民票を移そう

インターネットを活用

　平成25年のネット選挙運動解禁を受け、ホーム

ページやブログ、SNS（ツイッターやフェイスブックな

ど）などのインターネットツールを利用しての選挙運

動もできます。しかし、18歳未満の人は選挙運動が

禁止されており、同級生同士でのやりとりでも細心

の注意が必要になってきます。

　また、LINE（ライン）は良いが、電子メールでの

選挙運動は禁止されているといった制約があるので、

保護者の皆さんの監督も必要になってきます。

各国の選挙権年齢
【国立国会図書館（平成26年）の調査より】

アラブ首長国連邦

オマーン、マレーシア、シンガポールなど

カメルーン、日本（18歳に引き下げ）など

韓国

アメリカ、イタリア、フランス、ロシアなど

東ティモールなど

アルゼンチン、オーストリア、ブラジルなど
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19歳

18歳
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16歳

各国の選挙権年齢

世界では18歳以上が主流

　世界191の国・地域のうち、167カ国が選挙権年

齢を「18歳以上」と定めています。

　また、ヨーロッパの国々を中心にさらに引き下げ

を進める動きがあり、オーストリアではすでに「16歳

以上」への引き下げが行われています。また、ドイツ

やノルウェーなどでは、特定の州や地域で16歳以上

への引き下げが行われています。

　このように、ほとんどの国々が「18歳以上」で投票

できるようになっています。

10代の力を政治が求める

　現在の日本は、少子高齢化、人口減少社会を迎

えており、日本の将来を担う世代である10代の力を

社会や政治が求めています。より早く選挙権を持つ

ことで、10代の頃から社会の担い手であるという意

識を芽生えさせ、政治に関わる若者が増えることが

期待されています。

　しかし、若者（20代）の投票率が他の世代より低

いので、10代も含めた若者全体が投票にいくような

施策が求められています。

参
加
し
て
お
り
、
関
心
は
高
い
も

の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　　

少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
久
し

く
な
り
ま
す
が
、
絶
対
数
が
少
な

い
若
者
の
投
票
率
が
低
い
こ
と
で
、

若
者
向
け
の
政
策
よ
り
も
中
高
年

向
け
の
政
策
が
優
先
さ
れ
て
き
た

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
18
歳
か
ら

30
歳
代
の
投
票
率
が
高
く
な
れ
ば
、

政
策
の
方
向
転
換
が
起
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
若
者
全
体
の

投
票
率
が
上
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　　　　　　

年
の
11
月
か
ら
県
教
育
委

　　　　　　

員
会
と
市
内
３
校
の
高
校

の
協
力
を
得
て
、
全
校
生
徒
を
対

象
と
し
て
「
公
選
法
の
改
正
」「
投

票
の
仕
方
」「
選
挙
運
動
」
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
説

明
会
で
は
、
各
校
と
も
私
語
を
す

る
こ
と
な
く
熱
心
に
聴
い
て
く
れ
て
、

18
歳
選
挙
権
へ
の
関
心
の
高
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　　

全
国
的
に
も
こ
の
改
正
を
機
に
、

各
地
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
若
者
が

ツイッター
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参議院議員通常選挙における投票率の推移
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挙

３カ月経過後は、新住所地
での投票ができます　新住所地に引っ越してから公示日

の前日までに３カ月経過しなけれ
ば新住所地での投票はできない

３カ月
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北松農業高等学校

　　　　　　　３年　　藤澤眞沙美 さん
ふじさわ　　　　　　　　まさみ

●●

●
Interview

平戸高等学校

　　　　　　　３年　　久保沙織理 さん
くぼ　　　　　　　　  さおり

Interview

猶興館高等学校

　　　　　　　　３年　　髙橋　巧 さん
たかはし      たくみ 

Interview

に
関
す
る
興
味
や
関
心
が
な
い
人

も
多
い
と
思
う
の
で
、
今
の
う
ち
に

模
擬
選
挙
を
行
い
、
選
挙
の
こ
と

を
あ
る
程
度
理
解
し
、
高
校
卒
業

後
の
19
歳
か
ら
選
挙
権
が
与
え
ら

れ
た
ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
テ
レ
ビ
の
国
会
中
継
で
寝
て
い

る
議
員
を
見
か
け
ま
す
が
、
責
任

感
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
っ

か
り
国
の
将
来
の
た
め
に
考
え
て
、

私
た
ち
に
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
政

治
を
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　　　　　　

拳
に
つ
い
て
は
、
親
や
年

　　　　　　

配
の
人
た
ち
が
行
っ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
選
挙
権
が
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
私

も
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

７
月
の
選
挙
に
は
国
民
の
１
人
と
し

て
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
投

票
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

し
か
し
、
同
じ
高
校
３
年
生
で

も
投
票
で
き
る
人
と
そ
う
で
な
い

人
が
い
る
の
で
不
公
平
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
は
選
挙

て
、
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
人
も
い
ま
す
が
、
与
え
ら
れ
た

人
は
積
極
的
に
投
票
に
行
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

　　

私
は
、
政
治
に
つ
い
て
あ
ま
り

関
心
は
な
い
の
で
す
が
、
若
者
の

中
で
も
政
治
に
関
心
が
あ
る
人
も

い
る
と
思
う
し
、
関
心
が
な
い
人

も
今
回
18
歳
以
上
に
選
挙
権
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
若
者
が

政
治
に
関
心
を
持
つ
い
い
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　　　　　　

直
な
と
こ
ろ
、
18
歳
と
い
っ

　　　　　　
て
も
ま
だ
子
ど
も
の
私
た

ち
が
、
市
や
県
、
国
の
代
表
を
選

ぶ
大
事
な
選
挙
の
投
票
に
行
っ
て

い
い
の
か
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

選
挙
に
つ
い
て
は
、
な
ん
と
な
く

堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

せ
っ
か
く
18
歳
以
上
に
選
挙
権
が

引
き
下
げ
ら
れ
て
投
票
す
る
権
利

が
与
え
ら
れ
た
の
で
、
７
月
に
あ

る
選
挙
に
は
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
の
周
り
に
も
誕
生
日
に
よ
っ

上
に
社
会
の
情
勢
や
動
向
に
つ
い

て
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
学
年

の
中
で
も
誕
生
日
に
よ
っ
て
投
票
で

き
る
人
と
で
き
な
い
人
が
出
て
く

る
の
で
、
生
ま
れ
た
月
で
は
な
く

て
、
学
年
で
一
緒
に
し
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。

　　
７
月
の
選
挙
に
は
投
票
に
行
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
高
校
生
で

も
わ
か
り
や
す
く
興
味
を
持
つ
よ

う
な
政
策
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　　　　　　

回
、
18
歳
以
上
に
選
挙
権

　　　　　　

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、
私
も
７
月
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
親
が
投

票
に
行
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ざ
自
分
が
投
票
す
る
と

思
う
と
な
か
な
か
実
感
が
わ
か
な

い
で
す
ね
。

　　

政
治
に
参
加
で
き
る
機
会
を
得

た
の
で
、
私
の
１
票
で
政
治
が
変

え
ら
れ
る
と
思
う
と
、
今
ま
で
以

ビ

ー

タ

ン

イ

別

特

ュ
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18
歳
が
思
う　

 

　
　
　

選
挙
と
は

　　早ければ、７月の「第24回参議

院議員通常選挙」から始まる18歳

選挙。

　　大人としての自覚と責任が求めら

れる大切な１票について、今年18歳

を迎える現役高校生は選挙について

どのような考えをもっているのか。

　　今回は、市内の高校に通う３人に

インタビューしてきました。

今正

選
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